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平成 29 年度第２回長野市歴史的風致維持向上協議会会議記録（概要） 

日時 平成30年２月９日  (金)  

午前10時～午前11時45分 

場所 第一庁舎７階 第１委員会室 

出席委員 11 名 

牛山委員、北村委員、小林委員、土本委員、梅干野委員、宮下委員、清水委員、

香山委員、井上委員（代理出席）、中嶋委員、上平委員（代理出席） 

(欠席委員４名 赤羽委員、中村委員、徳武委員、松本委員) 

１ 開 会 

定足数の確認 

２ 会長挨拶 

北村会長 

３ 協議事項

(1) 長野市歴史的風致維持向上計画の進行管理・進捗評価について 

・説 明 事務局：資料１-１と資料１-２により長野市歴史的風致維持向上計画の進行管

理・進捗評価について説明

・意 見 評価軸３「伝統芸能継承事業」の、ながの獅子舞フェスティバルについて、 

質 問 こうした伝統行事は、それぞれ地元で行うことが歴史的風致の維持につながる

のではないか。花回廊に合わせての実施は、今後の歴史的風致維持につながる

のかという感想を持った。ホームページでは、同フェスティバルへの参加応募

多数の場合は抽選とする旨が記載されていたが、出たくても出られない団体に

ついて、どう考えるのか。参加団体は市全体の保存団体の１/３以下であるが、

応募できない団体こそが存続の危機にある。こうした団体に陽が当たるような

行政運営をしてもらいたい。また、行事を伝統芸能の継承につなげるため、しっ

かり記録して残すことが必要である。 

・回 答 同フェスティバルは、伝統芸能継承の機運を高め、市民に関心を持ってもらう

ことを目的としている。一堂に会することの意味は、市民に関心を持ってもら

うことと、団体同士の交流の機会を作ることである。賑わいづくりは副産物と

して捉えている。演舞回数を調整するなどし、応募多数の場合でも、お断りし

ない方向で検討する。参加団体のアンケート結果から、同フェスティバルが伝

統芸能継承に効果があったと考える。保存団体の把握のため、適宜、住民自治

協議会を通じて情報を得る。

・質 問 空き家バンク事業について、登録件数が少ない印象を受ける。目標の登録件数

はどの位か。また、登録した後はどうなるのか。年間で何件の契約があるのか。

・回 答 宅建協会とも協定を結んで制度を運用している。記載の数は、歴史的風致維持
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向上計画の重点区域内に限ったものであり、市全体では 74 件の登録がある。

現在の登録は 31 件ある。買いたい方、使いたい方も登録し、現場見学をして、

所有者と交渉をしていただく。 

契約件数は、平成 28 年度 13 件、平成 29 年度 22 件である。相続の問題などで

登録に至らないケースがあるが、問題をクリアできれば増加が見込める。制度

のＰＲに努めていく。 

・質 問 弥栄神社の御祭礼屋台巡行支援事業に関連して、後町の県立大学の学生寮の場

所にできる後町ホールでの、屋台の保管の方法について教えていただきたい。

・回 答 屋台を組み立てたまま保管し、一般の方も外部から外観を見ることができる。

・意 見 旧松代駅舎の利活用について、松代地区住民自治協議会の中で歴史文化部会が

あり、住民の意向を踏まえながら活用提案をする。本日、松代公民館で活用提

案に関する講座が開催され、提案書ができるので、活用していただきたい。 

・質 問 史跡大室古墳群保存活用事業に関し、現場は樹木が密に生えているが、集中豪

雨等により大量の杉が倒れると、相当なダメージを受けてしまう。樹木に対す

る方針はどうなっているのか。 

・回 答 10 年程前に間伐をした経過があるが、かなり放置された状況になっている。

樹木の成長に応じて定期的に対応するというのが基本的な考え方である。古墳

の上に植林されている状況がずっと続いているので、古墳の保存という意味か

らも、計画的に対応していく。 

・意 見 伝統環境保存区域の泉水・泉水路の水不足の問題で、横断的な組織で研究会も

進めていただいている。住民自治協議会による泉水等の所有者の意識調査で

は、多くが今後も継続したいとしている。今後更に、水の確保についてご尽力

をお願いする。 

伝統環境保存区域の中で、所有者の代が変わることによって、伝統的建築物等

が滅失するといった事例があり、歯止めがかからない。地元と行政が一体的に

協議し、将来にわたって伝統環境・まちなみが保全されるような取り組みを今

後進めていって欲しい。 

・回 答 水量不足を現地で確認したが、水の管理は住民の方にもやっていただかなくて

はならないため、互いに協力しながら進めていく体制を整えていきたい。 

伝統環境保全については、現状では住民主体の保全取り組みという形で進めて

いるが、どういう形が良いのか、地元と相談しながら進めて参りたい。 

(2) 長野市歴史的風致維持向上計画の変更について 

・説 明 事務局：資料２-１、資料２-２、資料２-３により長野市歴史的風致維持向上

計画の変更について説明 

・質 問 伝統芸能推進室が新しくできるが、どんなことをやるのか教えて欲しい。 

・回 答 地域性の高い芸能活動が対象となる。獅子舞フェスティバルを始め、地域の甚

句などを応援していく事業になる。 
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・質 問 計画変更について、修正するとされている８ページの「木造聖観音立像」の表

記は正しいか。 

・回 答 この表記が正しい。 

４ その他

連絡事項 

・資料３により、第 41 回全国町並みゼミ長野松代・善光寺大会の開催について説明 

 （香山委員より同大会実行委員長としてあいさつ） 

・委員の任期満了に伴う、新任委員の推薦、就任依頼について連絡 

５ 閉 会

都市政策課 橋本課長 


